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（２）２００１．３．２３２００１．３．２３（３）

こ
と
ぶ
き
大
学
は
、
市
内
に
お
住
ま

い
の
６０
歳
以
上
の
方
で
、
継
続
し
て
受

講
で
き
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
。
青
空
・
か
が
や
き
・
総

合
・
健
康
・
美
術
・
文
学
・
歴
史
・
文

章
・
通
信
制
の
９
コ
ー
ス
が
あ
り
、
全

講
座
の
７
割
以
上
出
席
し
た
方
に
は
、

修
了
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。
受
講
費
用

は
無
料
で
す
が
教
材
等
は
自
己
負
担
で

す
。

◇

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
（
一
人

一
枚
）
に
、
希
望
す
る
コ
ー
ス
名
を
書

き
、
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
（
４
月
１
日
現
在
）・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
３
月
３１
日
（
土
）
午

後
５
時
ま
で
（
必
着
）
に
町
田
市
公
民

館
こ
と
ぶ
き
大
学
係
（
〒
１９４
―
０
０
１

３
、
原
町
田
４
―
１６
―
１７
）
へ
郵
送
し

て
下
さ
い
。

＊
重
複
申
込
は
無
効
で
す
。
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。
ま
た
、

青
空
コ
ー
ス
を
除
き
、
前
年
と
同
じ
コ

ー
ス
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
必
ず

他
の
コ
ー
ス
に
ご
応
募
下
さ
い
。

＊
詳
細
は
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
各
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
「
プ
ロ
グ
ラ

ム
一
覧
表
」
を
配
付
し
て
あ
り
ま
す
の

で
ご
覧
下
さ
い
。

＊
４
月
２０
日
午
後
に
全
コ
ー
ス
合
同
の

開
講
式
を
町
田
市
民
ホ
ー
ル
で
行
い
ま

す
。

受受講講生生
をを募募集集

�
市
民
の
生
涯
学
習
の
場
�
と

し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

「
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」
も
開
講

９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
も

前
・
後
期
講
座
及
び
一
部
通
年
講

座
を
実
施
。多
く
の
講
師
を
招
き
、

さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
で
開
講
し

ま
す
。
今
回
は
前
期
と
通
年
の
募

集
を
行
い
ま
す
。
あ
な
た
も
新
し

い
仲
間
と
出
会
い
、
楽
し
く
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
奮
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。

◇

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
し
込

み
ハ
ガ
キ
に
希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
・
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
４
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
（
必

着
）
ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

（
〒
１９４
―
０
０
２
２
、
町
田
市
森

野
２
―
２１
―
２８
、
町
田
第
四
小
学

校
内
）
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。
な

お
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
も
住
所
、

氏
名
を
書
い
て
下
さ
い
。

※
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
と
募
集
案
内

は
、
市
役
所
、
森
野
分
庁
舎
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
、
主
な
市
の

施
設
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
一
人
一
通
一
講
座

（
コ
ー
ス
）
で
す
。
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
で
す
。
結
果
に
つ

い
て
は
、
返
信
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

※
応
募
対
象
者
は
市
内
在
住
、
在

勤
、
ま
た
は
在
学
で
原
則
と
し
て

毎
回
出
席
可
能
な
方
で
す
。

多
摩
丘
陵
の
自
然
入
門
で
野
鳥
の

観
察
（
か
し
の
木
山
自
然
公
園
）

４
月
６
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

市
民
大
学
推
進
係

�
７
２
９
・
１
１
９
５

川
上
村
宿
泊
研
修
で
薬
用

植
物
園
見
学
�上
。「
青
空

コ
ー
ス
」
趣
味
の
講
座
で

帆
船
模
型
づ
く
り
。

生 涯 学 習 部

本号でお知らせした事業内容等について詳しく
は、各事業担当課にお問い合わせ下さい。また、広
報「まちだ」でも随時掲載する予定です。

２００１ 年 度 前 期 募 集 講 座 一 覧
定定員員・・参参加加費費

５０人

１，０００円

各コース
１０人
１，０００円
バス代は
別途徴収

６０人

１，０００円

６０人

１，０００円

６０人

１，０００円

６０人

１，０００円

バス代は別途徴収

２０人
１２，０００円
バス代は別途徴収

２０人
１２，０００円
バス代は別途徴収

６０人

１，０００円

※後期講座は８月に募集予定です。

会会 場場
野外
それぞれの
フィールド

室内
まちだ市民大学
第１教室

講義・体験発表
まちだ市民大学
第１教室

実習
各福祉施設

まちだ市民大学
第１教室

総合体育館
町田四小体育館

まちだ市民大学
第１教室

講義
まちだ市民大学
第１教室

市内現地

まちだ市民大学
陶芸スタジオ
（下小山田町４０１６）

まちだ市民大学
陶芸スタジオ
（下小山田町４０１６）

まちだ市民大学
第１教室

曜曜日日・・時時間間帯帯
野外 日曜日
１０時～１５時
（主として）
室内 月曜日
１８時３０分
～２０時３０分


１木曜日
９時～１２時

２金曜日
８時４５分

～１２時

３火曜日
９時～１２時

４火曜日
１３時３０分
～１６時３０分

火曜日
１８時３０分
～２０時３０分

（例外あり）

土曜日
１５時３０分
～１７時３０分

（１４時～１６時
もあり）

木曜日
１９時～２１時

講義 金曜日
１８時３０分
～２０時３０分

現地講座
（バスツアー）
日曜日
８時３０分
～１６時３０分

水曜日
１４時～
（２時間程度）
バスツアー
土曜日
土曜日
１４時～
（２時間程度）
バスツアー
土曜日

金曜日
（５／１９のみ土曜日）
１４時～１６時
（例外あり）

講講 座座 のの ねね らら いい
多摩丘陵の自然に親しみ、自然保護の実
情を知っていただく講座です。市内の自然
保護団体の協力を受け、それぞれのフィー
ルドにおける体験実習や自然観察を行うこ
とにより、自然を楽しみ、自然環境保全の
認識を高めていただくことをねらいとして
います。
市内福祉施設の見学、作業参加等を通じ
て、「福祉」を体験していただくことをね
らいとしています。また、第一線で活躍さ
れている専門家・研究者による講義を行い、
福祉について考える機会も設けました。

１花の家コース（障害者授産施設体験）

２まちだ福祉作業所（ダリア園）コース
（障害者授産施設体験）

３藕絲館コース（障害者授産施設体験）

４福音の家コース（特養老人施設体験）
汚染、ゴミ、生物多様性の危機、気候の
変動、資源の枯渇。暮らしの足下から地球
まで、私たちの文明はあらゆるレベルで、
環境の危機を深めています。新しい世紀は
環境の回復の世紀です。その冒頭の年に当
たり、町田の環境講座は地域と地球の環境
を多様な視点で見つめ、危機と希望を、確
認します。
健康な身体づくりのために基本的な知識
や技法を学び、レクリエーションスポーツ
を通して受講生どうし交流をはかります。
運動が不得意でも楽しめる元気が出る講座
です。
今日グローバル化が急速に進行してお

り、その影響によって人々の生活に様々な
変化が生じています。この講座では、経済
をはじめ多様なグローバル化を日常生活の
レベルから理解し、世界の人々との共生を
考えます。
町田の歴史を学ぶための入門的講座で

す。郷土史のあらましを知る上で必要な事
柄を、時代をおって学習します。
この講座の受講をきっかけに郷土につい
て認識を深め、市民意識を高めていただく
ことがねらいです。

この講座は初心者を対象に、陶芸の初歩
的な創作活動を、喜びと楽しみを味わいな
がら体験的に学習します。
粘土との出会いをとおして、陶芸芸術文
化を味わいます。
この講座は初心者を対象に、陶芸の初歩
的な創作活動を、喜びと楽しみを味わいな
がら体験的に学習します。
粘土との出会いをとおして、陶芸芸術文
化を味わいます。
今日の社会の変化および価値観の多様化
に伴い、私たちをとりまく人間関係も変わ
ってきています。この講座では、現代社会
における人間関係の多様性を人の一生に則
して見つめ、自分らしい生き方と人との関
係のつくり方を探ります。映画を用いたり、
受講者による話し合いの形式も取り入れま
す。

講講 座座 名名

多摩丘陵の
自然入門

まちだの福祉

町田の環境講座
―環境の２１世紀・
足下から地球まで―

心と体の元気学

まちだ市民国際学
「グローバル化と

人々のくらし」

町田の郷土史Ⅰ
（通史）

陶芸入門
水曜講座

陶芸入門
土曜講座

人間関係学
「人間関係の
多様性をみつめる」

ことぶき大学プログラム一覧表
回回数数・・人人員員等等

５月～１１月
６回
１８８人

５月～１１月
６回
１１０人

５月～１１月
１２回
１１０人

５月～１１月
１２回
７０人

５月～１１月
添削９回
５０人

５月～１１月
１２回
５０人

５月～１１月
１２回
３０人

５月～１１月
１２回
１１０人

５月～１１月
１２回
１１０人

曜曜日日・・時時間間

水曜日
１０時
～１１時３０分

金曜日
１０時
～１１時４０分

木曜日
１４時
～１６時

木曜日
１３時
～１４時３０分

４／２６
４／２７午後
スクーリング

金曜日
１４時
～１６時

金曜日
１４時
～１６時

水曜日
１４時
～１６時

火曜日
１４時
～１６時

講講 座座 内内 容容

皆さんが知りたい、観たい、楽
しみたいものを企画しました。ク
ラブ活動もあります。

自然・社会・健康の問題の中か
ら興味深い事柄を企画しました。
クラブ活動もあります。

日本の近代の人物を多方面から
選び、明治・大正・昭和（初期）
までの社会・経済・文学・芸術な
どにどのような影響を与えたかを
学ぶと共に、時事問題について学
習します。

自然な動きを基本に、ゆっくり
と身体を動かすことから始めまし
ょう。ストレッチやゲーム体操な
どで、楽しみながらバランスのと
れた体力づくりを学びます。

基礎から書写、葉書、手紙の書
き方、書体等について、先生が出
す課題を指定用紙に書いて提出、
先生に添削指導と評価を受ける方
法で学習します。

気軽に随筆を書きましょう。自
己表現は、やがて自己改革にもつ
ながります。お互いの考えを文章
を通して伝え合ってみませんか。

日本古来の伝統芸術の盆栽をパ
ンフラワー・アートフラワーなど
いろいろな手法で理想の姿に作り
あげます。

出版不況といわれる中、多くの
読者を確保し続ける時代小説の過
去・現在・未来を著名作家・作品
を通して考察していきます。

ＮＨＫ大河ドラマ「北条時宗」
の時代を中心に鎌倉時代の歴史を
人物と史料からたどります。

テテ ーー ママ

観て、聴いて、
楽しんで
―心に青空を―

気軽にいろいろ
学んで
―心にかがやきを―

楽しく学んで
豊かに生きる
―近代の日本Ⅱ―

『健康体操』
―自らの手で

健康づくり―

ペン字
―美しい文字に

心を込める―

随筆に挑戦
―文章による
自己表現の確立―

初めての
手づくり盆栽

―造形盆栽入門―

時代小説の楽しみ
―吉川英治から
隆慶一郎まで―

人物と史料でたどる
鎌倉時代

青青

空空

かか
がが
やや
きき

総総

合合

健健

康康

通通

信信

制制

文文

章章

美美

術術

文文

学学

歴歴

史史

まま ちち だだ のの 福福 祉祉
開講式・合同講義Ⅰ「町田の福祉と地域コミュニティづくり」

福祉施設見学バスツアー

体験発表会（
１
２コース発表）

合同講義Ⅱ「２１世紀の福祉と町田の課題」

体験発表会（
３
４コース発表）・閉講式

�４福音の家コース

未定

１１／２０

�

９／２５

１１／６

�

９／１８

１０／２３

１２／４

�３大賀藕絲館
コース

１０／２

１１／２０

�

９／１８

１１／６

�

９／１１

１０／２３

１２／４

�２まちだ福祉作業所
ダリア園コース

５／２５

７／６

�

５／１１

６／２２

�

４／２７

６／８

７／１９

�１花の家コース

５／２４

７／５

�

４／２１（土）

５／３０（水）

７／２８（水）

１０／１３（土）

１２／１５（土）

５／１０

６／２８

�

４／２６

６／１４

７／１９

�１
〜
�４
コ
ー
ス
合
同

多多 摩摩 丘丘 陵陵 のの 自自 然然 入入 門門
講義 多摩丘陵の自然
恩田川流域の生き物のにぎわいにふれる
鶴見川源流・泉のひろばの自然回復を学ぶ
身近な自然を守る工夫
湧水・自然環境を生かし自然観察を目的とした
公園を見る、虫こぶを観察・調査する
地域に残したい、原っぱという自然の姿
町田・横浜の市境に残る屋根緑地の保全
多摩丘陵の自然にふれる
自然を生かした手づくりの青少年施設・水生生
物の観察
小野路地域での自然観察と保全地域の管理の方
法について
まるごと楽しむ、秋のかしの木山
講座のまとめ 閉講式

５／７
５／２０
５／２７
６／３

６／２４

７／１
７／２９
９／９

９／３０

１０／２１

１１／４
１１／２６

ここ
とと
ぶぶ
きき
大大
学学

３
月
３１
日
ま
で
に
申
し
込
み
を

イイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーー

ままちちだだ市市民民大大学学

ままちちだだ市市民民国国際際学学
グローバル化とは何か
経済のグローバル化：その担い手たち
資本市場から見た経済のグローバル化
途上国の人々とグローバル化
町田の企業とグローバル化
ＩＴ革命とグローバル化Ⅰ
ＩＴ革命とグローバル化Ⅱ
日本に農業がなくなる日
生命とグローバル化
なぜ人権はグローバル化しなかったのか
グローバル化とナショナリズム
まとめ：私たちの考えるグローバル化とは

４／２６
５／１０
５／１７
５／２４
５／３１
６／７
６／１４
６／２１
６／２８
７／５
７／１２
７／１９

心心とと体体のの元元気気学学
レクリエーション
スポーツ
健美操
ニュースポーツ
リズム運動
講義・ストレッチ
カローリング
ウォーキング
エアロビクス
レクリエーション
スポーツ
ニュースポーツ

４／２１

４／２８
５／１２
５／１９
５／２６
６／２
６／１６
６／２３

７／７

７／１４

陶陶芸芸入入門門土土曜曜講講座座
開講 花器
土器
茶碗Ⅰ
茶碗Ⅱ
古代壺Ⅰ
古代壺Ⅱ
窯元を訪ねる
（バスツアー）
電動ロクロⅠ
電動ロクロⅡ
自由制作
鑑賞・講評・閉講

４／２１
４／２８
５／１２
５／１９
６／２
６／９

６／１６

６／３０
７／７
７／１４
８／４

陶陶芸芸入入門門水水曜曜講講座座
開講 壺Ⅰ
壺Ⅱ
茶碗Ⅰ
茶碗Ⅱ
小鉢（食器）
窯元を訪ねる
（バスツアー）
練り込み鉢
電動ロクロⅠ
電動ロクロⅡ
自由制作
鑑賞・講評・閉講

４／２５
５／１６
５／２３
５／３０
６／１３

６／１６

６／２０
６／２７
７／４
７／１８
８／８

人人 間間 関関 係係 学学
オリエンテーション・自己紹介
子ども・青年の心の傷と人間関係
進化せよ�パラサイト・シングル
いつ大人になるのか
社会・家庭の中の男性
性の多様性を考える
性の多様性を考える
映画「オールアバウトマイマザー」
ドメスティック バイオレンス
人間の繋がりと婚姻制度
高齢社会の家族問題と老後の生き方
長い人生へのまなざし
まとめ

４／２０
４／２７
５／１１
５／１９
５／２５
６／１
６／８

６／１５
６／２２
６／２９
７／６
７／１３

町町 田田 のの 郷郷 土土 史史 ⅠⅠ
町田のおいたちとくらし概観
地中の文化財を掘る
流れ込む文化・生産の始まり
目でたしかめる町田の歴史
（バスツアー）
もののふの登場と動乱の村
江戸開府と近郷の村
ゆれる幕末の世相
〈近代〉の成立、〈国民〉の誕生
原町田・市場から商店街へ
町田市の誕生・多摩丘陵に翔く市民
文化都市へ
講座を終えて 閉講式

４／２７
５／１１
５／１８
５／２７

６／８
６／１５
６／２２
６／２９
７／６
７／１３

７／２７

町町 田田 のの 環環 境境 講講 座座
基調講義「地球環境問題とは」
環境ホルモンとは何か
生物多様性を守る
世界の水問題と （公開講座）
第３回世界水フォーラム
世界と日本のごみ事情
シンポジウム （公開講座）
「町田の環境市民活動について」
町田のごみ
緑の東京計画
町田の雑木林の管理の課題
新しい流域管理を目指して
「町田市環境基本条例」と市民参加

４／２４
５／８
５／１５
５／２９

６／５
６／１６

６／２６
７／１０
７／１７
７／３１
８／７

かかががややききココーースス 気気軽軽ににいいろろいいろろ学学んんでで

地震と活断層

もういちど、自然について考えてみよう

地域で仲間と暮らす楽しさ

宴について考えよう

自分の意志で楽しい生活を守ろう

自分の力で快適に暮らすために

歴歴史史ココーースス 人人物物とと史史料料ででたたどどるる鎌鎌倉倉時時代代

人物と史料でたどる鎌倉時代（総論）

源 頼朝 ―鎌倉幕府の成立―

北条政子 ―源氏三代と北条氏の台頭―

北条泰時 ―承久の乱と執権政治―

北条時頼 ―宝治合戦と得宗専制政治―

北条時宗	１ ―家族とその時代―

北条時宗	２ ―蒙古襲来―

北条時宗	３ ―発給文書を読む―

日 蓮 ―鎌倉仏教―

安達泰盛 ―弘安徳政と霜月騒動―

足利尊氏 ―鎌倉幕府の滅亡―

鎌倉史跡案内（まとめ）

美美術術ココーースス
ポピー

桜んぼ Ⅰ

桜んぼ Ⅱ

鉄線 Ⅰ

鉄線 Ⅱ

千日紅

赤まんま

はぜの木 Ⅰ

はぜの木 Ⅱ

すすき

美男かずら Ⅰ

美男かずら Ⅱ

５／１１

５／２５

６／８

６／２２

７／１３

７／２７

９／１４

９／２８

１０／５

１０／１９

１１／２

１１／３０

文文章章ココーースス
声と文字

表現と理解

送信者と受信者

漢字とかな

文長と文末表現

主想と主材

設定

話主・視点

構成

作型

作調

知覚語

５／２５

６／１

６／８

６／２２

７／１３

７／２７

９／１４

９／２８

１０／１２

１０／１９

１１／９

１１／３０

５／１８

６／１５

７／１３

９／２１

１０／１２

１１／１６

５／８

５／２２

６／１２

６／２６

７／３

７／２４

９／４

９／１８

１０／２

１０／１６

１１／１３

１１／２７

青青空空ココーースス 観観てて・・聴聴いいてて・・楽楽ししんんでで

知能ロボットのゆくえ

浮世絵にみる江戸庶民の生活

園芸療法

仏像の楽しいみかた

健康は咀嚼から

丹沢山地に生息する野生動物の生態

文文学学ココーースス 吉吉川川英英治治かからら隆隆慶慶一一郎郎ままでで

今なぜ時代小説は読まれているのか

吉川英治 「宮本武蔵」の世界

山本周五郎の戦中戦後

忠臣蔵としての「樅ノ木は残った」

捕物帳の系譜

五味康祐と柴田錬三郎

女性作家の活躍～永井路子と杉本苑子

司馬遼太郎と山田風太郎

藤沢周平の藩

隆慶一郎の残したもの

宮城谷昌光と中国ものの世界

これからの時代小説はどうなるのか

総総合合ココーースス 楽楽ししくく学学んんでで豊豊かかにに生生ききるる

坂本龍馬―明治維新をめざして

大久保利通―近代日本の基礎づくり

福沢諭吉と田口卯吉 	１
福沢諭吉と田口卯吉 	２
吉野作造―民本主義と大正デモクラシー

石川三四郎―「土民生活」思想と半農生活

芥川龍之介の生涯 「羅生門」「河童」

佐多稲子「くれない」「私の東京地図」

東洋と西洋の美術教育 Ⅰ

東洋と西洋の美術教育 Ⅱ

時事問題 解説 Ⅰ

時事問題 解説 Ⅱ

５／２３

６／２７

７／２５

９／２６

１０／２４

１１／２８

５／１６

５／３０

６／６

６／２７

７／４

７／１８

９／５

９／１９

１０／３

１０／１７

１１／７

１１／２１

５／１０

５／２４

６／１４

６／２８

７／１２

７／２６

９／１３

９／２７

１０／１１

１０／１８

１１／８

１１／２２

１１月６日（総合体育館）
６月１３日
７月１０日～１１日
６月１９日～２０日
１１月１４日

合同交流会（全コースの皆さんが楽しむ交流会）
春の現地学習（バス遠足）
町田市自然休暇村一泊研修（川上村）
町田市自然休暇村一泊研修（川上村）
秋の現地学習（バス遠足）

全コース共通

青空・かがや
きコース

上記以外のコ
ース

合
同
講
座

�７２４―２１８２
内 容

はじめのつどい

宿泊キャンプ

夏休み大会
おたのしみ会
おたのしみハイキング
スポーツ大会
ジュニアクラフト
「おさめ会」終了式
中高生のスタッフ、出演者
によるイベント 場所 町
田東急百貨店横広場

�７２６―１５３１
日 程

３／２７（火）～５／６（日）
５／１５（火）～７／１（日）
７／１０（火）～９／２（日）
９／１１（火）～１０／２１（日）
１０／３０（火）～１２／９（日）
１／５（土）～２／２４（日）
３／５（火）～３／３１（日）

青青 少少 年年 課課

博博物物館館２２００００１１年年度度展展示示予予定定
内 容

ベトナムの青花
土門拳 ― 日本の彫刻
市立博物館所蔵�うつわに咲く花
香水瓶
白州正子の世界
町田の遺跡
養蚕機織図展

日 程
５／２０（日）
６／１６（土）
～１７（日）

７／２８（土）
９／１５（土）
１１／１１（日）
１２／１６（日）
２／３（日）
３／１０（日）

４／２９（日）
１３時～１６時

事 業 名

ジュニアリーダー
講座Ａコース

〈対象・人数・費用〉
市内在住
小学５・６年生
１３０人
※年間申込み
※年間１，５００円

中高生イベント
「スインクア」

�７２４―３４４０
対象・人数・費用

４歳～６歳の未就学児
各コース３０人 ５００円
小学生 各コース３０人
９５０円
４歳～６歳の未就学児と
保護者３０組 ２，６００円
１８歳以上（高校生除く）
４０人 費用未定
１８歳以上（高校生除く）
３０人 費用未定
１８歳以上 ２０人
１，４００円
１８歳以上（高校生除く）
６０人 １，６５０円

スス ポポ ーー ツツ 課課
日 程

・水曜コース ４／２５～７／１１
・金曜コース ４／２７～７／１３
・水曜コース ４／２５～７／１１
・金曜コース ４／２７～７／１３
５／１２～７／１４

毎週土曜日
５／１１～７／１３

毎週金曜日
５／１１～７／１３

毎週金曜日
５／１２～６／９

毎週土曜日
５／１６～７／４

毎週水曜日

事 業 名
ちびっ子

体操教室
小学生

体操教室
親子
スポーツ教室
初心者

卓球教室
初心者バドミ
ントン教室
勤労者アーチ
ェリー教室
アクアビクス
教室

�７８２―３８００
対象・人数・費用

小学生以上５０人
要申込み ７００円
小学３年生～中学生４０人
要申込み ３００円
小学４年生以上陶芸初心
者４０人 要申込み５００円
家族４０人
要申込み ８００円
高校生以上４０人
要申込み １，３００円
小学５年～６年生４０人
要申込み ３，５００円
直接会場へ
小学４年生以上の経験者
４０人 要申込み１，０００円
小学３年生～中学生４０人
要申込み ３００円
小学生以上の親子４０人
要申込み ８００円
小学４年生～高校生４０人
要申込み １、０００円
親子４０人
要申込み ８００円
小学４年生以上の経験者
４０人 要申込み１，０００円
小学３年生以上の親子４０
人 要申込み ５００円
小学生以上４０人
要申込み ３００円
小学４年～６年生４０人
要申込み １，０００円

�７２６―２８８９
対象・人数・費用

６人 要申込み
１，０００円
各回１２人
要申込み 各１，０００円
１０人 要申込み
１０，０００円
１４人 要申込み
３，０００円
中高生１２人
要申込み ５００円
直接会場へ 有料
４／７、４／１９は無料
６歳以上２５０人
要申込み 無料

大大地地沢沢青青少少年年セセンンタターー

国国 際際 版版 画画 美美 術術 館館

日 程

４／７（土）

５／１２日（土）

５／２０（日）、６／１０（日）
６／２３（土）
６／１７（日）

７／１（日）

７／３１（火）～８／２（木）

８／２５（土）
９／２３（日）、９／３０（日）
１０／１４（日）、１０／２７（土）
１１／１０（土）

１１／２５（日）

１２／８（土）～９（日）

１２／２３（日）

１／１３（日）、１／２０（日）
２／３（日）、２／１６（土）
２／２４（日）

３／２３（土）

３／２７（水）～２８（木）

日 程

４／２４（火）


１４／３０（振）
２５／４（祝）

３６／９（土）
４７／１０（火）
５／８～６／２６
（火曜日８回）
５／１１、１８、２５
（金曜日３回）
７／１４（土）

４／７（土）～６／３（日）


１５／１６（水）

２６／２０（水）

事 業 名

境川源流めぐり

春の大地沢
探検隊

初心者陶芸工房

アウトドア入門

キャンプリーダ
ー講習会

夏の子ども
キャンプ

大地沢夏まつり

大地沢陶芸工房

秋の大地沢
探検隊

そば・うどん
づくり

冬の星空日記

家族
もちつき大会

大地沢陶芸工房

親子で
下駄づくり

バード
うぉっちんぐ

春の子ども
キャンプ

事 業 名

リトグラフ
１日教室�１

銅版画１日教室

創作講座シルク
スクリーン

体験講座木版画

中高生のための
１日版画教室

〈企画展〉
夢二１８８４～１９３４

ミュージアム
コンサート

�７２８・００７１

町 田 市
公 民 館


